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平成 20 年６月期 中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成 19 年 8 月 15 日の決算発表時に公表した平成 20 年６月期の中
間業績予想（平成 19 年 7 月 1 日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日）を下記のとおり修正いたしましたのでお
知らせいたします。 
 

記 
 
１ 平成 20 年６月期 中間業績予想数値の修正（平成 19 年 7 月 1 日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

     円 銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 1,390 90 85 50 4,657 66

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 1,390 155 150 80 7,249 66

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － 65 65 30 － 

増 減 率            （％） － 72.2 76.5 60.0 － 

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（ 平 成 1 9 年 ６ 月 中 間 期 ） 

1,218 158 154 89 9,151 81

(注) １株当たり当期純利益は、期末時点の発行済株式数により算定しております。 

 

２ 修正の理由 

  前期に引続き、ライセンス販売の状況が好調であり、業績の進捗が計画を上回る水準で推移して

いるため、前回発表の業績予想を修正するものであります。 

  当事業年度については製品開発体制の整備・強化に注力しており、人財採用の積極化を中心とし

て当初計画を進めていくこととしております。 

  また、下期には現在準備中の新ソリューション開発のための支出、及び組織・事業基盤の整備・

強化施策としてＩＴ投資を予定しており、通期の業績予想に変更はありません。 

  なお、これらの支出動向及び今後の市場環境、事業の進捗状況により業績に影響を及ぼす可能性

があります。 

 
  ※ 上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手している情報に基づいた見通しであり、リ

スクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、今後の様々な要因により、これら業績見通し
とは異なる結果となる可能性があります。 
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